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別 紙  
現状と今後の対応  
 

（１）現状 

・降水量（栗橋上流域平均）の状況 

５月の累加降水量は４６mm（平年の３８％、昭和２３年以降最も少ない値） 

６月の累加降水量は１６８mm（平年の９６％） 

７月は２２日までの累加で６１mm（７月の累加降水量の平均は２００mm） 

・利根川上流８ダムの貯水状況（７月２３日０時現在） 

貯水量は１億７，３４３万ｍ３、貯水率５１％、平年比で５７％ 

なお、貯水量は、過去２２年間（奈良俣ダムが運用を開始した平成４年以降）の同日と比べて、最も

少なくなっています。 

 

 

（２）今後の見通し 

・関東地方では７月６日頃に梅雨が明けたこともあり、まとまった降雨がない状況が続く可能性があり

ます。 

・農業用水や都市用水の水利用が、夏場の需要期を迎え、河川からの取水量が増加することが予想され

ます。 

・今後、河川の流量が減少した場合、ダムに貯留した水を農業用水や都市用水等のために補給する量を

増加する必要が生じ、ダムの貯水量の減少が加速することが予想されます。 

 

 

（３）今後の対応 

・今後、利根川上流の８ダムの貯水量が増加するような降雨が予想されないことから、７月２４日（水）

９時より１０％の取水制限（施設未完成による暫定水利権については２０％の取水制限）を実施する

こととしました。 

・水資源の有効利用を図るため、節水に努めるとともに幅広い広報活動を通じて、利水者に節水への協力

を要請していきます。 
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１．利根川上流ダム群等の現況 

 １）利根川 

  ①今年の春以降の栗橋上流域平均の月毎の累加降水量は、６月が１６８mm（平年の９６％）となっています。 

（図－１、表－１） 

   ７月は２２日までの累加で６１mmとなっています。（７月の累加降水量の平均は２００mm。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表－１  利根川栗橋上流域平均降水量（平成２５年７月２２日まで） 

 
 
 

         
 

 

    

単位（mm） １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年   22   33   62   14   89   91  204  186  252   73   39   26  1,091 利根川夏渇水 

平成２年   31   66   71  119   58   74  118  193  326  143  183   31  1,413 〃 

平成６年   27   50   52   23  139  107  104  153  346   87   26   29  1,143 〃 

平成８年   26   35   68   47   98  117  155   78  217   80   55   23    999 利根川冬夏渇水

平成９年   33   33   59   74  179  173  170  167  206   14   94   20  1,222 利根川冬渇水 

平成13年   79   35   75   23  136  176  116  366  321  173   46   23  1,569 利根川夏渇水 

平成24年   43   57  115   98  206  192  190 87  221   85   55   47  1,395 〃 

平年 

(S23-H24) 
  44   47   67   90  121  175  200  206  212  123   60   39  1,383  

平成25年   43   38 20   134    46   168    61                       509  

平年比(%)  98  80  30  149  38  96 31             37  

※．  利根川取水制限実施月（一時緩和含む）

※. 栗橋上流域面積 8,588㎞２ 
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② 利根川上流８ダムは、降水量の少ない状態が続き、河川の流量が減少したため、５月下旬より都市用水や農業用水

の需要を確保するために、ダムに貯留した水を補給しました。６月中旬以降は貯水量がほぼ横ばいに推移していまし

たが、７月中旬より貯水量は減少しています。（図－２） 

７月２３日０時の貯水量は１億７，３４３万m3、貯水率５１％、平年比で５７％となっています。（表－２） 

なお、貯水量は、過去２２年間（奈良俣ダムが運用を開始し、８ダム体制となった平成４年以降）の同日の値と比

べて、最も少なくなっています。 

 
表－２ 利根川上流８ダム貯水量 

                                                              平成２５年７月２３日０時現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

平 年 比
（％） 

矢木沢ダム １１，５５０ ３，８５３ ３３ ３２０ ３９
奈良俣ダム ７，２００ ３，８８６ ５４ ８８ ５７
藤原ダム １，４６９ １，３１６ ９０ ８ １００
相俣ダム １，０６０ ４２６ ４０ １３ ４９
薗原ダム ３００ １２６ ４２ ３５ ５１
下久保ダム ８，５００ ４，９９９ ５９ ８１ ６５
草木ダム ３，０５０ １，８２２ ６０ ５２ ６８

渡良瀬貯水池 １，２２０ ９１５ ７５ ８１ ７９

８ダム合計 ３４，３４９ １７，３４３ ５１ ６７８ ５７

１．有効容量は、夏期制限容量。（矢木沢ダム除く） 
２．貯水率は、夏期制限容量に対する貯水量の割合。（矢木沢ダム除く） 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダムへ流入し
てくる水より、ダムから放流する量が多い） 
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平成２５年は５月以降、１日当たり最大８００万ｍ３／日（東京ドーム６．５個分）をダムから補給してきて

おり、利根川の流量（栗橋地点流量＋利根大堰での取水量）の最大約４割をダムから補給してきております。 

（図－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③北千葉導水路は６月３日より運用を開始し、７月２２日までに最大１２ｍ３／ｓ、総量約１，６５７万ｍ３

（３４日間）の導水をしています。（図－４） 
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 ２）鬼怒川 

  ①今年の春以降の鬼怒川佐貫上流域平均の月毎の累加降水量は、６月が１７１mm（平年の９６％）となっています。

（表－３、図－５） 

７月は２２日までの累加で５４mmとなっています。（７月の累加降水量の平均は２２８mm。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－３ 鬼怒川佐貫上流域平均降水量（平成２５年７月２２日まで） 

 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301 

平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853 

平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583 

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140 

平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525 

平成13年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980 

平成24年 40  47  101  111  314 276 223 109 354 113 71  75  1,833  

平年(S47-H24) 49  52  73  104  128 178 228 273 283 144 88  45  1,645  

平成25年 45 35 14 147  46 171 54   512 

平年比(%) 92  67  19 141  36 96 24   31 

※．鬼怒川佐貫上流面積  940km2 
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  ②鬼怒川上流４ダムは、４月中旬から補給しており、貯水量が減少しています。（図－６） 

７月２３日０時の貯水量は７，５５２万m3、貯水率５０％、平年比で８１％となっています。（表－４） 

 

 

表－４ 鬼怒川上流４ダム貯水量                                                   

平成２５年７月２３日０時現現在  

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 

貯  水  量 

（万ｍ3） 

貯 水 率 

（％） 

前日補給量 

（万ｍ3/日） 

平 年 比 

（％） 

五十里ダム １，６５０ ３８７ ２３ ３５ ４７

川俣ダム ５，２９０ ２，２１９ ４２ ６ ４８

川治ダム ４，０００ １，８８１ ４７ ５３ ４９

湯西川ダム ４，２００ ３，０６５ ７３ ５２ － 

４ダム合計 １５，１４０ ７，５５２ ５０ １４６ ８１

１．有効容量は、夏期制限容量。 

２．貯水率は、夏期制限容量に対する貯水量の割合。 

３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダムへ流入

してくる水より、ダムから放流する量が多い） 

４．平年比は、五十里、川俣、川治の３ダムの平均貯水量に対する割合であり、参考値。 
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 ３）荒川 

  ① 今年の春以降の荒川秋ヶ瀬上流域平均の月毎の累加降水量は、６月が１７２mm（平年の１０９％）となっ

ています。（図－７、表－５） 

７月は２２日までの累加で５３mmとなっています（７月の累加降水量の平均は１８５mm。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量（平成２５年７月２２日まで） 

※． 秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞２

単位(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘      要 

昭和62年   16   29   66    8   66   88  146  103  280   91   46   36   975 利根川・荒川夏渇水

平成２年   22   67   83  138   48   55   77  228  473  134  301   31 1,657 利根川・荒川夏渇水

平成４年   26   15  118  136  117  250   87  177   63  285   52   29 1,355 荒川夏渇水 

平成５年   82   34   37   44   76  186  275  276  204  112  113   25 1,464 荒川夏渇水 

平成６年   42   44   64   25  111  103  152  142  344  119   21   24 1,191 利根川・荒川夏渇水

平成７年   24   25  111   44  129  239  177  109  180   73   24    0 1,135 荒川夏渇水 

平成８年    1   22   55   62   80   47  204   32  314   74   57   17   965 利根川・荒川冬夏渇水

平成９年   21   13   57   70  187  168  148   72  204    7   87   21 1,055 利根川・荒川冬渇水

平成13年   98   17   98   30  179  120   69  279  444  247   67    9 1,657 利根川夏渇水 

平成24年   36   54   93   86  257  217  102  65  245   93   54   33 1,335 利根川夏渇水 

平年 
(S40-H24)   35   40   69   97  121  157  185  213  235  143   61   32 1,385  

平成25年   35   18   37  152 36 172 53  502  

平年比(%)  99  45  53  157 29 109 29     36  

※．    荒川取水制限実施月（一時緩和含む） 
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  ②荒川上流４ダムは、５月中旬から補給しており、貯水量が低下しています。（図－８） 

７月２３日０時の貯水量は７，２７６万m3、貯水率９６％、平年比で１４６％となっています。（表－６） 

 
表－６ 荒川４ダム貯水量 

                                                       平成２５年 ７月２３日０時現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量

（万ｍ3） 
貯 水 率
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

平 年 比
（％） 

二瀬ダム １，００９ ９７７ ９７ ３１ １００
滝沢ダム ２，５００ ２，３０２ ９２ －６ － 
浦山ダム ３，３００ ３，２３８ ９８ －８ １００
荒川貯水池 ７６０ ７５９ １００ ０ １０１

４ダム合計 ７，５６９ ７，２７６ ９６ １７ １４６

１．有効容量は、夏期制限容量。 
２．貯水率は、夏期制限容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い） 
４．４ダム合計の平年比は、二瀬ダム、浦山ダム、荒川貯水池の平年貯水量の合計に対する割合で

あり、参考値。 
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 ４）多摩川水系 

  ①小河内ダム上流域平均の６月の累加降水量は、１８６mm（平年の１０３％）となっています。（表－７、図－９） 

７月は１６までの累加で４mmとなっています。（７月の累加降水量の平均は２１２mm。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－7 多摩川小河内ダム上流域平均降水量（平成２５年７月２１日まで） 

 

 ②小河内ダムの貯水量は、７月２３日７時現在で、１億２，２７６万m3となっています。（図－１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

平成24年 42  87  119 114  217 227 147 69 225 94 80  50  1,471  

平年(T14-H24) 44  57  91 111  125 181 212 249 252 169 77  45  1,613  

平成25年 34  37  55 153  38 186 19  521 

平年比(%) 78  64  60 137  30 103   9  - 
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（㎜） 図－９ 多摩川小河内ダム上流域平均降水量
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２．今後の見通し 

 

（１）見通し 

①平成２５年７月１９日気象庁発表の１か月予報によると、７月２０日から８月１９日の関東甲信地方の降水量につ

いては、「多い」となっており、６月２５日発表の気象庁の３か月予報によると、降水量は、７月が「平年並み」、

８月が「平年並みまたは少ない」となっています。 

 

 １か月予報（平成２５年７月１９日発表）     

 

 

 

 

 

 

 

 ３か月予報（平成２５年６月２５日発表） 
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